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金
沢
大
学
創
基
百
五
十
年
自
主
企
画
の
一
環

と
し
て
、
金
大
内
の
サ
ー
ク
ル
「
空
猿
」
が
今
年
七

月
に
開
催
さ
れ
た
「
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
」(

読
売

テ
レ
ビ
主
催)

に
出
場
し
た
。
ま
た
八
月
五
・
六
日

に
開
催
さ
れ
た
金
大
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
は
、
「
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
実
際
に
使
用
さ
れ
た

人
力
飛
行
機
を
展
示
し
、
「
空
猿
」
の
活
動
を
高

校
生
た
ち
に
紹
介
し
た
。
ま
ぶ
し
い
青
空
の
下

に
、
人
力
飛
行
機
の
翼
と
高
校
生
の
制
服
が
光
っ

て
い
た
。  

鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
初
出
場
！ 

 
 
 
 
 
 

「
空
猿
」
の
挑
戦 

 

今
年
「
空
猿
」(

正
式
名
称
：
「
金
沢
大
学
鳥
人

間
コ
ン
テ
ス
ト
同
好
会
」)

は
「
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス

ト
」
に
初
出
場
を
果
た
し
た
が
、
二
〇
〇
七
年

の
結
成
以
来
二
年
間
は
大
会
に
出
る
事
が
出

来
な
か
っ
た
。
結
成
後
初
挑
戦
と
な
る
〇
八
年

大
会
は
書
類
審
査
で
落
選
、
翌
〇
九
年
大
会
は

不
況
の
あ
お
り
を
う
け
て
コ
ン
テ
ス
ト
自
体
が

中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
だ
。
そ
れ
だ
け

に
、
今
回
大
会
に
出
場
を
決
め
た
意
義
は
大
き

か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
「
空
猿
」
は
書
類
審
査
通

過
後
も
機
体
改
良
を
続
け
た
と
言
う
。 

コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
た
人
力
飛
行
機
、
「
鳥

超(

と
り
ご
え)

」(

上
写
真)

は
「
空
猿
」
の
メ
ン
バ

ー
が
自
力
で
設
計
・
製
造
し
た
も
の
。
自
主
的

に
航
空
力
学
を
学
び
、
機
体
の
部
品
は
自
分
た

ち
で
電
熱
線
を
使
っ
て
削
り
出
し
た
。
「
空
猿
」

の
現
代
表
、
山
本
達
郎
さ
ん(

二
年
、
「
空
猿
」
コ

ク
ピ
ッ
ト
班
所
属
、
上
写
真)

は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
と

し
て
「鳥
超
」に
乗
っ
て
空
を
飛
ん
だ
。
フ
ラ
イ
ト

で
は
ま
ず
「
浮
遊
感
」
を
感
じ
た
と
言
う
。
ま

た
、
短
い
フ
ラ
イ
ト
の
間
に
も
今
後
の
飛
行
機

設
計
に
関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
を
欠

か
さ
な
か
っ
た
。 

も
と
も
と
は
友
達
に
連
れ
添
っ
て
「
空
猿
」
に

入
会
し
た
。
し
か
し
メ
ン
バ
ー
の
飛
ぶ
こ
と
へ
の

熱
意
に
惹
か
れ
、
自
分
も
飛
ぶ
こ
と
へ
の
想
い

を
強
く
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
志
願
し
た
。
フ
ラ
イ

ト
の
直
前
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
上
で
専
門
家

に
よ
る
フ
ラ
イ
ト
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
「
入

学
時
に
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
所
に
自
分

が
い
る
」と
感
じ
た
と
言
う
。 

 

 

↑人力飛行機「鳥超」（とりごえ）と「空猿」代表山本達郎さん 

  

コ
ン
テ
ス
ト
当
日
に
は
、
「空

猿
」
結
成
当
時
の
メ
ン
バ
ー
も

駆
け
つ
け
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
上
か
ら
人
力
飛
行
機
の

滑
空
す
る
様
を
見
守
っ
た
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
は
関
係

者
の
中
で
も
限
ら
れ
た
人
し

か
立
つ
こ
と
が
出
来
な
い
が
、

設
立
時
の
メ
ン
バ
ー
に
上
っ
て

も
ら
え
て
と
て
も
よ
か
っ
た

と
、
山
本
さ
ん
は
感
慨
深
そ

う
に
語
っ
た
。 

現
在
も
「
空
猿
」
は
積
極
的

に
活
動
を
展
開
。
総
員
三
四

名
。
メ
ン
バ
ー
は
主
翼
班
・
尾

翼
班(

電
装
班)

・
コ
ク
ピ
ッ
ト

班
・
桁
班
に
分
か
れ
る
。
約
束

事
項
も
設
け
ら
れ
、
「
最
初
は

小
人
数
だ
っ
た
の
に
、
今
は
立

派
な
組
織
と
し
て
出
来
上
が

っ
て
い
る
」
（
顧
問
の
香
川
講

師)

。
香
川
講
師
は
「
空
猿
」
結

成
時
か
ら
彼
ら
の
活
動
を
見

守
っ
て
き
た
。
「
飛
行
機
を
作

っ
て
飛
ん
だ
こ
と
―
―
こ
れ
が

我
々
に
と
っ
て
大
き
な
一
歩

だ
っ
た
」と
振
り
返
る
。 

(

文
責
：加
藤
慶) 

  

↑
「空
猿
」メ
ン
バ
ー
。 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
撮
影 



 

 

 

 

 

 

10 月 9 日土曜日、【創基 150 年記念ワインづくりに参加しよう】という企画で、穴水の能登ワインさんにお邪魔し

ました。本紙 Vol.1 の４面で少し触れた「150 記念ワイン」が、７月末に人文学類哲学研究室で催したワインの試飲

会を経て、ついに実現する事になります。その一環として、今回は 2012 年に発売される事になる記念ワインのた

め、その原料となるブドウを自分たちの手で摘み取るという体験をしてきました。 

 当日はあいにくの天気でしたが、それでも視界いっぱいに

広がる一面のブドウ畑は圧巻の一言。雨合羽に軍手、収穫し

たブドウを入れる黄色い籠を持ち、小雨のなか黙々とブドウを

収穫する集団は、今思えばやや不思議な光景だったかもしれ

ませんが、そんなことはまったく気になりませんでした。食用

のブドウとは異なり膝丈に実ったブドウを一房一房摘み取り、

痛んだ粒を慎重に取り除く作業は思いのほか繊細で、あっと

いう間に時間が過ぎ去っていました。毎年このような作業を気

の遠くなるような面積分、社員 4名、近隣の方 10名ほどで手

分けして行っているそうです。

 

前述のとおり、今回摘んだブドウは2012年に金沢大学創基150年記念ワインの一部となります。７月末の試飲会の

とき、参加された方から「自分はもう卒業してしまうけれど、せっかくの記念に何か軌跡を残したい」という言葉があり

ました。今回は短い宣伝・応募期間にも関わらず、19名の方が参加して下さいました。これからも2012年に向けて、

何らかの“軌跡を残す”企画を考案していこうと思うので、これを読んで少しでも興味を持っていただけたら嬉しいで

す。 （加藤 小枝） 

 

コ
ラ
ム 

《１
５
０
こ
れ
っ
て
何
？
》 

 
 

 

２
．
『第
四
高
等
学
校
』 

―
―
―
―
―
―
― 

前
回
の
コ
ラ
ム
で
金
沢
大
学
の
源
流
が

加
賀
藩
種
痘
所
に
あ
る
事
を
紹
介
し
た
。

今
回
は
、
１
５
０
年
の
歴
史
の
中
で
「
第
四

高
等
学
校
」の
時
代
を
紹
介
し
た
い
。 

１
８
８
６
年
、
中
学
校
令
が
出
さ
れ
、
全

国
を
五
区
に
分
け
そ
れ
ぞ
れ
に
高
等
中
学

校
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
金
沢
に

は
第
四
高
等
中
学
校
が
設
置
さ
れ
、
１
８
９

４
年
の
高
等
学
校
令
で
「
第
四
高
等
学
校
」

へ
と
改
称
。
高
等
学
校
生
は
帝
国
大
学
へ
の

無
試
験
入
学
が
原
則
と
し
て
保
障
さ
れ
て

お
り
、
エ
リ
ー
ト
養
成
校
と
さ
れ
て
い
た
よ

う
だ
。
そ
し
て
創
立
か
ら
六
十
余
年
を
経

た
１
９
４
９
年
、
四
高
は
現
在
の
新
制
金
沢

大
学
へ
と
包
括
統
合
さ
れ
る
。 

四
高
の
校
舎
は
現
在
の
香
林
坊
付
近
に

あ
っ
た
。
学
生
は
昼
間
は
学
業
に
励
み
放
課

後
は
マ
ン
ト
に
下
駄
姿
で
街
に
で
て
い
た
の

だ
れ
う
。
現
在
、
校
舎
の
一
部
は
四
高
記

念
館
と
し
て
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
他
、

シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
の
授
業
な
ど
も
行
わ
れ
て

い
る
。
歴
史
が
感
じ
ら
れ
る
赤
レ
ン
ガ
の
校

舎
。
入
場
無
料
で
入
る
こ
と
が
出
来
る
た

め
時
間
が
あ
る
時
に
は
散
歩
が
て
ら
立
ち

寄
っ
て
み
る
の
は
い
か
が
だ
れ
う
か
。
（
藤

田 

早
紀
） 

 

2012 年に向けて…… 

金大ブランドワイン誕生へ！ 

 

午後からはワイン作りの工程を説明していただきました。か

ねてから疑問に思っていた赤ワイン・白ワインの違いや国産

ワインについての豆知識を知ることができました。未成年の

方々には申し訳ありませんでしたが、ワインの試飲もさせて頂

きました。今回はブドウ摘み体験の一部という事で、試飲用の

完成品になる前の発酵二日目のワインも飲ませていただきま

した。アルコール濃度は 2～3％程だということで、ジュースの

ような味わいでした 



 

金沢大学創基150年「講演会・シンポジウム」シ

リーズの一環として高等学校「総合的な学習の時間」

先進校シンポジウムが7月 31日、金沢大学附属高

等学校にて開催された。北陸三県を中心に全国各

地から教員や研究者ら約 60 名が参加した。 

 

今回のシンポジウムは、高等学校における「総合的な学

習の時間」の意味を問う重要な機会となった。金沢大学附

属高校を含む6校が、各校での「総合的な学習の時間」にお

ける取組を紹介し、成果や課題を指摘。教育基本法の改正

や学習指導要領の改訂等、学校教育をめぐる情勢が変動し

ている中で、いかにして「総合的な学習の時間」の“学び”を

作っていくかを懸命に検討する教員らの姿がうかがえた。質

疑応答の時間には「総合的な学習の時間」という枠を超えて

教員の在り方についての指摘もみられ、シンポジウムはそ

の深みを増したと言えよう。 

総括は関西大学総合情報学部、黒上晴夫教授。シリア

滞在や大学における学生とのふれあいの経験を交えながら

「総合的な学習の時間」の意義について「実社会・実生活で

大切なことを知る。実社会・実生活で必要となる力を培う。

教科の知識・技能を適用・応用する。」等と総括した。 

(加藤 慶)  

 

か
な
ざ
わ 

 
 

  
 

 
 

 

総合的な学習の時間の意義を問う 

高等学校「総合的な学習の時間」 

先進校シンポジウム開催 

 

うつ病当事者の会 U－フレンズは、医薬保健研究域精神看護学分野の教員・大学院生がサポートをしながら活動

しているうつ病当事者のセルフヘルプグループです。活動は当事者主体の企画・運営をしており、自主的に集まった

メンバーがうつ病の回復につながる知識の獲得や情報の共有を目的に勉強会や話し合いを行っています。 

 

今回のミニコンサートは、音楽療法でのうつ病の回復を目指す取り組み

として企画し、創基 150 年記念事業自主企画として開催しました。奏者に

は、国内外の病院や被災地で癒しのハープの演奏活動を行う池田千鶴子

さんをお招きしました。コンサートを出来るだけ多くの方に聞いていただき

たいと考え、U－フレンズのメンバーだけではなくどなたでも参加可能としま

した。会場の金沢大学附属病院外来棟宝ホールには、附属病院の患者さ

んや職員も合わせて総勢約 160 名が来場されました。ハープの演奏には

合唱や語りが取り入れられ、会場内には一体感があり、来場者のなかに

は涙を流す方もいらっしゃいました。さらに演奏の後にハープに直接触れる

機会を設けていただき、多くの来場者がハープに触れながら池田氏と交流

を深めていました。 

お越しいただいた皆様、ご協力くださいました金沢大学附属病院の皆様に

感謝いたします。 （代表 金沢大学医薬保健研究域 長谷川雅美） 

 

金沢大学創基１５０年記念事業自主企画紹介 

「うつ病当事者の会 Ｕ―フレンズ 

ミニコンサート」 

 

 

 

「総合的な学習の時間」とは 

「変化の激しい社会に対応して，自ら課題を見付

け，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，よりよく

問題を解決する資質や能力を育てることなどをねら

いとする」科目。 大きな成果を上げている学校もあ

るが、実際の運用は必ずしもうまくいっていない。平

成21年の学習指導要領改訂では「総合的な学習の

時間」に関する記述の拡充が見られ、より一層の充

実が教育現場に求められている。 



 

金
沢
大
学
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

第
二
回 

 

ボランティアに応募したい方は、氏名、所属、

学年、連絡先(電話番号・メールアドレス)を明記

の上、FAX またはメールにてお申し込み下さい。 

 

 

 

 

創基 150 年記念事業準備委員会 

総務部総務課総務係 

電話: 076-264-5111 FAX:076-234-4010 

MAIL:soki150@adm.kanazawa-u.ac.jp 

 

 

Ｑ．学生時代の思い出を 

聞かせてください 

 

 高校時代に医師になる決

意をして、それから勉強をし

て、合格した時は非常に嬉し

かったです。同時に努力をす

れば結果が得られるというこ

とも実感しました。当時教養

学部は２年間で、しっかり単 

 

医学部卒 

石川県医師会会長：小森貴さん 

位を取らなければ宝町キャンパスには行けませんでしたから、全て必

修の単位を取って医学部に進みましたが、力を貸してくれた友だちの

おかげだと今でも思っています。医学部に進学した後はよりいっそう

真面目に勉強をしました。医学部の１年（全体でいうと３年）の後期に

解剖学実習があり、当時の教授である山田むねさと氏が「お参りして

から遺体に接する」とおっしゃったのを聞いて、身のひきしまる思いが

しました。その思いは現在にもつながっています。医学部の５，６年は

病院にこもりますが、学生にできることは部分的で 

医学は奥が深いため、経験が大切です。自分にできるのか心配したこともありまし

たが、友だちが「こつこつ努力すれば大丈夫」と言って支えてくれました。そのおか

げで乗り切ることができたし、友だちが言ったことは今でもそのとおりだ、どんな仕

事にも当てはまることだと思っています。 

 

Ｑ．学生、また金沢大学に向けてのメッセージをお願いします 

医師とは常に勉強し続けるものです。私の場合は先輩や友人との語り合いが自

分の支えとなったため、学生には仲間とのつきあいを大切にしてほしいと思いま

す。今は学生と接する機会はあまりないけれど、会うたびに今の学生は礼儀正しく

真面目だなという印象を受けます。ただ日本をどうするか、そのために自分がどう

ならなければならないかというようなことについて、学生が語ることがかっこ悪いと

思われている気がするため物足りないと感じています。しかしそうではないし、その

ように語ることを大人になってもしてほしいと思っています。悩みは皆が持っている

もので、完全な人間などいません。ですが、お互いはお互いの関与の中で存在す

るため、それぞれの結論は違っても何かをし続けるという意欲が必要なのではない

でしょうか。それが前向きというものを生み出すと思っています。  

（聞き手 佐渡 昌子） 

編
集
後
記 

  

本
紙
二
面
に
掲
載
し
た
ワ
イ
ン
造
り

の
企
画
が
、
北
國
新
聞
で
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
（
十
月
二
十
六
日
夕
刊
、
二

十
七
日
朝
刊
）
。
綺
羅
、
星
の
ご
と
く

居
並
ぶ
金
大
の
サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
中
に
あ
っ
て
ひ
と
際

地
味
な
グ
ル
ー
プ
１
５
０
で
す
が
、
こ

の
新
聞
記
事
を
読
ん
で
み
る
と
思
い
が

け
ず
、
自
分
が
何
や
ら
と
て
も
立
派
な

グ
ル
ー
プ
の
中
に
い
る
よ
う
な
気
に
さ

せ
ら
れ
る
の
は
不
思
議
な
も
の
で
す
。 

聞
け
ば
記
者
さ
ん
も
金
大
の
Ｏ
Ｇ
と

の
こ
と
、
改
め
て
、
大
学
と
地
域
の
つ

な
が
り
を
考
え
さ
せ
る
出
来
事
で
し

た
。 

（片
岡 

雅
知
） 
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